
小林 ひとみ  

質問の件名及び質問の要旨（質問時間） 答弁を求める者 

１ 自治会未加入世帯の増加とごみ集積所管理の課題に

ついて                (２０分) 

市民生活の基盤を支える地域コミュニティの維持・活性化は、自

治体行政にとって極めて重要なテーマです。 

その中でも、近年多くの地域で課題となっているのが、自治会未

加入世帯の増加と、それに伴う自治会活動の担い手不足です。 

本市においても例外ではなく、特に「ごみ集積所の管理」をめぐ

って、自治会の負担が大きくなっているとの声を多く伺っていま

す。 

ごみ集積所は、清掃・維持管理・ルール周知など、日常的な管理

を自治会が担ってきました。 

しかし、自治会に加入しない世帯が増える中で、加入していない

世帯も同じ集積所を利用していることから、「管理負担が加入者に

偏っている」といった不公平感が広がり、自治会運営そのものに影

響が出ているとの指摘があります。 

さらに、市の案内として「自治会に加入していなくてもごみは捨

てられる」と説明されていることが、結果として自治会加入のイン

センティブを弱めているとの声もあります。 

自治会は任意団体である一方、地域の安全、防災、環境美化など、

行政と密接に連携しながら地域を支えている存在です。 

その役割を維持するためにも、行政としての支援の在り方が問わ

れています。 

以上を踏まえ、以下、質問します。 

 

（１） 自治会未加入世帯の増加に対する市の現状認識について 

ア 自治会加入率の推移について 

イ 未加入世帯が増えている要因をどのように分析している 

   か 

（２） ごみ集積所の管理負担に関する市の見解について 

ア 自治会が管理する集積所を、未加入世帯も利用している現

状についての市の見解は 

イ 自治会側から寄せられる不公平感や負担増の声をどのよ

うに受け止めているか 
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（３） ごみ集積所管理に関する市の現行支援の評価と課題認識に

ついて 

ア 集積所設置費補助、防犯カメラ設置費補助、残置ごみの市

回収の利用状況について 

イ これらの制度がどの程度、効果を上げていると評価してい

るのか 

（４） 市の案内文言の改善について 

ア 「自治会に加入していなくてもごみは捨てられる」という

案内が、自治会加入促進の妨げになっているとの指摘がある

が、そのような問合せの際の案内文言は 

イ 市として文言の見直しや説明方法の改善を検討する考え 

 は 

（５）未加入世帯への加入促進に向けた市の取組について 

  ア Sanpoカードの利用状況と課題について 

  イ 市が自治会の役割や地域活動の重要性を説明する機会を

設ける考えは 

 

２ RSウイルスワクチンの周知と副反応不安への対応に 

ついて                （２０分）  

令和 8 年度から、妊婦の方への RS ウイルスワクチン（母子免疫

ワクチン）が定期接種として位置付けられ、対象者は公費で接種で

きる制度となりました。乳児期の RS ウイルス感染症は、細気管支

炎や肺炎など重症化につながることがあり、予防の選択肢が広がっ

た意義は大きい一方で、制度開始直後は「知らないまま接種時期を

逃す」「副反応が不安で判断できない」といった声が想定されます。

市民の健康福祉の観点から、必要な方に情報が届き、安心して判断

できる周知・相談体制を整えることが重要と考え、以下、質問しま

す。 

（１）制度開始に伴う周知方法の現状について 

（２）副反応を不安に感じる方への情報提供について 

（３）医療機関（産科・小児科等）との連携と、接種体制の確保に

ついて 
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